第６学年　道徳科学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　主題　　　働く喜び　　　内容項目　Ｃ－１４勤労、公共の精神
２　教材名　　「働く」ってどういうこと？
３　本時のねらい
さまざまな職業に就く人々の姿を描いた一枚の絵や、働く人のエピソードとアンケート調査結果を通して、人は何のために働くのかを考えさせ、働くことの意義を理解し、公共のために役に立とうとする実践意欲と態度を育てる。
４　準備物

　　教師：挿絵、ホワイトボード
５　指導過程

	
	学習活動と主な発問
	予想される児童の反応
	指導上の留意点

	導入
７分
	１　大人になったときに、どんなことを大切に考えて職業を選ぶと思うか考える。
２　どんなところでどんな人が働いているか、絵を見て発表する。


	・自分がやりたいかどうか
・お金がたくさんもらえるかどうか
・楽しいかどうか


	・就きたい職業をいくつか考えさせた後、どんな理由で選んだのか考えさせるようにする。
・教科書の絵を見て確認させ、様々な職業があることを押さえる。

	展開35
分


	３　＜資料１・２＞を読み話し合う。

４　＜資料３＞を元に話し合う

自分の意見⇒班で話し合い
⇒ホワイトボードで発表。


	・苦労や努力をしている。
・人の役に立つ使命感 
・ずっと続けていきたい
・仕事が好き 
・仕事の楽しさや喜びのため
・成長して立派な人になるため
・一緒に働く人や会社のため
・誰かの役に立つため
・喜んでもらうため

	・二つを比較できるように板書を工夫して共通点をまとめる。
・共通点がどのエピソードからわかるかも合わせて発表させる。
・＜資料３＞を確認してから発問をする。
・資料のどこからその考えになったかなど、考えた理由も明らかにさせる。
・班で自分の考えを発表させ、ホワイトボードに書き込む。

	まとめ
３
分
	５　将来の職業選択についてふり返り、未来の自分にメッセージを書く。


	・
	・導入や話し合いをふり返らせながらメッセージを書かせる。



考えよう　　　人は、何のために働くのだろう。





二人の仕事に対する思いに共通するものは、どんなものだろうか。





人は何のために働くのでしょう。





　今、皆さんはどんなことを大切に考えて、大人になった時に職業を選ぶと思いますか。








